
金額 要求備考 金額 率 回答備考

日本シャッター分会 １０，０００円以上 夏一時金１．７ヶ月 ５，０００円 夏一時金１．５ヶ月

三和エレクトロニクス分会 １９，０００円

新入社員の初任給
高卒：２２５，０００円
短大・専修２年・高専：
２３２，５００円
短大・専修３年：
２３６，２５０円
大卒：２４０，０００円

６，６００円 2.2%

初任給

高卒
５，０００円アップ
その他
７，０００円アップ

崎陽軒 日給１３，０００円 日給９，９２０円 3.3% アップ額３２０円

分会・職場名
要求内容 回答内容

24春闘要求・回答状況

４
月
１
２
日
現
在
１
２
２
支
部

に
回
答
４
８
支
部
分
会
に
上
積
み

支
部
分
会
平
均
１
０
，
０
７
６
円

組
合
員
均
１
１
，
０
１
２
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

川
崎
支
部
で
は
、
日
本
シ
ャ
ッ

タ
ー
分
会
が
賃
上
げ
５
０
０
０
円

夏
季
一
時
金
１
．
５
ヶ
月
で
ほ
ぼ

妥
結
で
協
定
書
を
か
わ
す
段
階
で

す
。
三
和
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
分

会
は
賃
上
げ
一
律
６
６
０
０
円
高

卒
初
任
給
５
０
０
０
円
、
そ
の
他

７
０
０
０
円
ア
ッ
プ
で
３
月
２
８

日
に
妥
結
協
定
。
崎
陽
軒
は
日
給

３
２
０
円
ア
ッ
プ
で
現
在
交
渉
継

続
中
で
す
。

夏
季
一
時
金
の
取
り
組
み
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

（
１
）
要
求
金
額
３
ヶ
月
以
上

（
２
）
継
続
雇
用
者
・
パ
ー
ト
・

契
約
社
員
な
ど
も
同
月
数
に

派
遣
・
請
負
な
ど
す
べ
て
の
仲

間
に
一
時
金
を
。

（
３
）
査
定
、
成
果
主
義
、
業

績
連
動
の
導
入
・
拡
大
を
認

め
な
い
。
年
間
協
定
反
対
。

（
４
）
統
一
要
求
日

５
月
２
２
日
（
水
）

（
５
）
統
一
回
答
指
定
日

６
月

５
日
（
水
）

（
６
）
統
一
支
給
日

７
月

５
日
（
金
）
ま
で

（
１
）
物
価
高
騰
か
ら
く
ら
し

を
ま
も
る
夏
季
一
時
金
の
獲

得
。

（
２
）
「
組
織
建
設
・
全
労
連

共
済
拡
大
集
中
期
間
」
の
推

進
。

（
３
）
全
国
一
律
１
５
０
０
円

の
最
低
賃
金
の
実
現
な
ど
２

方
面
の
た
た
か
い

（
４
）
金
権
腐
敗
の
自
民
党
政

治
か
ら
の
転
換
、
東
京
都
知

事
選
勝
利
！

（
記

長
谷
川
）

〒214－0021 川崎市多摩区宿河原６－２４（南武線・久地駅徒歩5分）

＊＊相談活動50年、一人でも入れる組合です＊＊ 支部携帯：090-8109-7682
TEL:044-811-4138 FAX:044-811-4144 ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ:jmitu-kawasaki@aioros.ocn.ne.jp

2024年

4月24日

7310号

24春闘終盤追い上げ
続けて夏季一時金の取組みへ

川
崎
支
部
の
春
闘

夏
季
一
時
金
の
統
一
要
求

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｔ
Ｕ
中
央
の
到
達
点

夏
季
一
時
金
に
お
け
る
４
つ
の
課
題
課
題

統
一
要
求
基
準



コピペ・コピペ・コピペ・・・広告のページか？？ 目がチカチカする。

５月連休こそ、働くものの生活守れ！戦争する国づくり反対！平和憲法守れ！の雄たけびを！！

外に出るにはよい季節です。各種イベントを用意してあります。奮ってご参加を。

メーデー
昨年は、コロナ禍後の久しぶりのメーデーで”腰に手を当てこぶしを振り上げ「ガンバロー」”

を知らない若い世代も。ガンバローの練習から始めました。

憲法大集会
昨年は２５０００人の参加、今年はもっと増えそう。イベントも多彩。

飲み物、日焼け対策必要。

県民集会
武蔵野美術大学教授 憲法学者の志田陽子さんの講演に期待。

参加費は５００円。

詳しくは川崎支部ホームページを参照。【細谷 記】

7310号 （２）

JMITU川崎支部ＨＰ



中
南
米
の
小
国

コ
ス
タ
リ
カ

も
ち
ろ
ん
小
生
は
行
っ
た
こ
と

も
、
コ
ス
タ
リ
カ
の
人
と
話
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。

外
務
省
の
資
料
で
は
、
広
さ
は
、

九
州
と
四
国
を
合
わ
せ
た
面
積
。

人
口
約
５
１
５
万
人
（
２
０
２
１

年
）
。
言
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
。
お

も
な
産
業
は
農
業
（
バ
ナ
ナ
、
パ

イ
ナ
ッ
プ
ル
、
コ
ー
ヒ
ー
等
）
、

製
造
業
（
医
療
器
具
）
、
観
光
業
。

経
済
援
助
は
日
本
が
１
番
多
い
。

と
な
っ
て
い
ま
す
。

最
近
、
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

伊
藤
千
尋
さ
ん
著
の
『
コ
ス
タ
リ

カ
』
と
い
う
本
を
読
み
ま
し
た
。

軍
隊
を
無
く
し

軍
事
費
を
教
育
費
に
回
す

コ
ス
タ
リ
カ
は
、
１
９
４
９
年

憲
法
で
常
備
軍
を
禁
止
し
ま
し
た
。

（
国
境
警
備
隊
と
警
察
は
あ
り
ま

す
）
そ
し
て
軍
事
費
を
教
育
費
に

回
し
ま
し
た
そ
う
で
す
。
（
日
本

で
こ
れ
を
や
っ
た
ら
素
晴
ら
し
い

国
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
今
、

日
本
は
軍
備
増
強
一
直
線
で
す
。
）

（
実
は
軍
隊
を
持
た
な
い
と
憲
法

で
最
初
に
規
定
し
た
の
は
日
本
な

の
に
。
）

１
９
８
３
年
中
立
を
宣
言
し
集

団
安
全
保
障
に
頼
ら
ず
対
話
に
よ

る
解
決
を
図
っ
て
い
ま
す
。

２
０
２
１
年
に
発
効
さ
れ
た

「
国
連
核
兵
器
禁
止
条
約
」
を
最

初
に
提
案
し
た
の
は
、
コ
ス
タ
リ

カ
だ
そ
う
で
す
。
（
１
９
９
７
年
）

ど
う
し
た
ら
、
戦
争
を
し
な
い
で

済
む
か
常
に
考
え
行
動
し
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま
す
。

軍
隊
を
持
た
な
い
理
由
の
一
つ

に
「
軍
隊
は
ク
ー
デ
タ
ー
の
元
」

と
い
う
考
え
が
あ
る
そ
う
で
す
。

た
し
か
に
民
主
主
義
と
軍
隊
は
相

性
が
悪
い
と
思
い
ま
す
。

民
主
主
義
の
徹
底

小
学
生
か
ら
、
徹
底
し
て
民
主

主
義
教
育
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
教
育
費
も
幼
稚
園
か
ら
高
校

卒
業
ま
で
の
１
３
年
間
無
償
、
大

学
の
奨
学
金
も
返
済
不
要
だ
そ
う

で
す
。

コ
ス
タ
リ
カ
に
は
憲
法
裁
判
所

が
あ
り
、
誰
で
も
弁
護
士
と
か
に

頼
ら
な
く
て
も
訴
訟
が
出
来
る
そ

う
で
す
。
小
学
生
が
違
憲
訴
訟
を

し
た
例
も
あ
る
そ
う
で
す
。
全
く

想
像
が
出
来
ま
せ
ん
が
。

コ
ス
タ
リ
カ
も
い
ろ
い
ろ
問
題

を
抱
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

米
国
イ
ン
テ
ル
社
な
ど
の
進
出
に

よ
る
経
済
格
差
、
麻
薬
の
通
過
地

点
と
し
て
治
安
の
悪
化
な
ど
、
様
々

の
問
題
が
あ
る
よ
う
で
す
が
、
軍

事
で
は
な
く
平
和
を
求
め
る
姿
勢

は
魅
力
的
で
す
。
是
非
一
読
を
。

【
読
書
感
想
文

細
谷

記
】

（３） 7310号

な
ん
ぶ
せ
ん

.

▼
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
ス
ト
ッ
ク
ホ

ル
ム
国
際
平
和
研
究
所
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｒ

Ｉ
）
は
、
昨
年
の
軍
事
費
が
前
年
に

比
べ
実
質
６
・
８
％
増
加
し
総
額
３

７
８
兆
円
と
な
り
過
去
最
高
と
な
っ

た
と
報
じ
ま
し
た
。
▼
ロ
シ
ア
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
の
イ
ス
ラ
エ

ル
に
よ
る
パ
レ
ス
チ
ナ
人
へ
の
ジ
ェ

ノ
サ
イ
ド
を
絶
対
に
許
し
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
特
に
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
加
盟
国

の
軍
事
費
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
を
除

く
３
１
カ
国
で
世
界
全
体
の
５
５
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
▼
日
本
も
例
外

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
台
湾
と
日
本
も

軍
事
費
を
１
１
％
増
や
し
て
い
ま
す
。

米
軍
と
自
衛
隊
の
指
揮
連
携
強
化
に

さ
ら
に
踏
み
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。

▼
な
ぜ
平
和
で
な
く
軍
事
に
向
か
う

の
で
し
ょ
う
か
。
や
は
り
国
連
が
機

能
し
て
い
な
い
事
が
原
因
で
す
。
大

国
の
拒
否
権
を
何
と
か
し
な
い
と
何

も
進
ま
な
い
気
が
し
ま
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
の
よ
う
に
年
間
１
５
０
０
回
以

上
の
会
議
を
行
い
、
粘
り
強
い
対
話

と
友
好
を
積
み
重
ね
る
努
力
こ
そ
必

要
で
す
。

シ
テ
ィ
ボ
ー
イ



全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員

会
は
４
月
１
０
日
、
今
す
ぐ
最
低

賃
金
１
５
０
０
円
以
上
へ
の
大
幅

引
き
上
げ
と
全
国
一
律
制
の
実
現

に
向
け
職
場
・
地
域
か
ら
声
を
上

げ
る
「
最
賃
ビ
ッ
グ
ア
ク
シ
ョ
ン
」

行
動
日
と
決
め
集
会
や
宣
伝
行
動

を
全
国
各
地
で
行
い
ま
し
た
。

神
奈
川
で
は
、
桜
木
町
駅
広
場

で
の
宣
伝
行
動
、
そ
し
て
桜
木
町

か
ら
横
浜
第
二
合
同
庁
舎
（
神
奈

川
で
の
地
域
最
賃
が
決
め
ら
れ
る

庁
舎
）
ま
で
デ
モ
と
庁
舎
前
で
の

ミ
ニ
集
会
を
行
い
ま
し
た
。
最
賃

の
全
国
加
重
平
均
は
時
給
１
０
０

４
円
、
最
高
額
は
東
京
の
１
１
１

３
円
（
神
奈
川
は
１
１
１
２
円
、

最
低
は
岩
手
の
８
９
３
円
）
で
あ

り
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
も
年
収

約
２
３
０
万
円
に
と
ど
ま
り
ま
す
。

全
国
一
律
１
５
０
０
円
に
上
が
る

と
労
働
者
の
約
半
数
の
賃
上
げ
に

な
り
ま
す
。

岸
田
首
相
は
、
賃
上
げ
は
必
用

と
言
い
な
が
ら
も
「
最
低
賃
金
は

平
均
１
５
０
０
円
に
し
ま
す
、
２

０
３
０
年
半
ば
に
は
」
そ
れ
っ
て

１
６
年
後
の
事
に
な
り
ま
す
。
全

く
他
人
事
で
す
。

宣
伝
行
動
に
参
加
し
て
、
ビ
ラ

を
受
け
取
っ
た
女
性
か
ら
「
京
都

か
ら
来
た
け
ど
や
っ
と
今
年
１
０

０
８
円
に
な
っ
た
。
み
ん
な
頑
張

ら
な
い
と
だ
め
だ
よ
ネ
‼
」
、
ま

た
大
学
生
は
「
１
５
０
０
円
に
な
っ

た
ら
本
当
に
助
か
る
」
な
ど
励
ま

し
の
声
が
聞
け
ま
し
た
。

全
労
連
・
国
民
春
闘
共
闘
委
員

会
の
最
低
生
計
費
試
算
調
査
で
は
、

人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
最
低
生
計

費
は
全
国
ど
こ
で
も
変
わ
ら
な
い

結
果
か
ら
、
「
最
低
賃
金
は
い
ま

す
ぐ
全
国
一
律
１
５
０
０
円
、
め

ざ
せ
１
７
０
０
円
」
と
経
済
の
地

域
間
格
差
を
な
く
す
た
め
に
今
年

度
決
定
ま
で
取
り
組
み
を
強
化
し

て
行
き
ま
す
。

《
記
：
矢
部
》

４
月
１
９
日
（
金
）

１
９
時
～
２
１
時

川
崎
駅
東
口
で
、
今
年
２
回
目

の
街
頭
労
働
相
談
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

弁
護
士
２
名
、
組
合
か
ら
は
建
設

１
名
、
医
療
１
名
、
川
崎
支
部
か

ら
は
２
名
参
加
で
、
人
数
は
少
な

め
か
つ
音
声
・
映
像
も
な
く
若
干

寂
し
目
で
し
た
が
、
色
々
な
相
談

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

労
働
相
談
と
し
て
は
、
外
国
人

労
働
者
か
ら
職
場
で
の
パ
ワ
ハ
ラ

の
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

小
生
が
対
応
し
た
方
は
、
相
談

で
は
な
く
、
街
頭
労
働
相
談
に
関

心
を
持
っ
た
外
国
人
の
方
か
ら
話

し
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

小
林
さ
ん
は
川
崎
支
部
の
パ
ン

フ
を
一
生
懸
命
配
っ
て
い
ま
し
た
。

【
記
：
細
谷
】

7310号 （４）

最賃１５００円、全国一律制へ職場・地域から

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ワ
ー
カ
ー
ズ
ネ
ッ
ト
か
わ
さ
き

街
頭
労
働
相
談

次
回
は
５
月
１
７
日
１
９
時

溝
の
口
デ
ッ
キ
で
す
。



（５） 7310号

２０２４年原水爆禁止国民平和大行進 東京→広島コース

５月６日東京・夢の島スタート集会（１１時３０分から）,７日から９日川崎市内行進

「
核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界

を
」
求
め
て
歩
く
平
和
行
進
は
、

１
９
５
８
年
に
始
ま
り
、
今
年

６
７
回
目
で
す
。

核
兵
器
の
開
発
、
実
験
、
生

産
、
保
有
、
使
用
を
許
さ
ず
、

核
で
威
嚇
す
る
こ
と
も
禁
じ
た

核
兵
器
禁
止
条
約
が
発
行
（
２

０
２
１
年
１
月
２
２
日
）
し
て

３
年
余
が
経
ち
、
９
３
ヵ
国
が

署
名
、
７
０
ヵ
国
が
批
准
し
着

実
に
前
進
し
て
い
ま
す
。

日
本
世
論
調
査
会
が
実
施
し

た
調
査
で
は
、
６
１
％
の
国
民

が
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
が

「
参
加
す
る
べ
き
だ
」
と
答
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
政

府
は
禁
止
条
約
に
背
を
向
け

「
署
名
も
批
准
も
し
な
い
」
態

度
を
と
り
つ
づ
け
て
い
ま
す
。

い
ま
こ
そ
「
核
兵
器
禁
止
条

約
に
参
加
を
」
の
声
を
大
き
く

広
げ
日
本
政
府
に
届
け
ま
し
ょ

う
。ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略

や
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
サ
侵
攻
が

つ
づ
き
、
戦
争
の
惨
劇
に
世
界

中
か
ら
「
戦
争
の
中
止
」
や

「
核
兵
器
を
使
う
な
」
の
声
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

核
兵
器
も
戦
争
も
な
い
世
界

を
求
め
て
歩
く
平
和
行
進
は
、

「
核
兵
器
廃
絶
」
と
と
も
に

「
戦
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【組合員の皆さんへお知らせ】
◎ ６月３０日（日）川崎支部年間総括会議（支部事務所）１３：００～

◎ ７月２８日（日）川崎支部第７５回定期大会（支部事務所）１０：００～

≪参考≫

７月０６日（土）～０７日（日）湯河原にて

第１８回ＪＭＩTＵ中央定期大会

７月２７日（土） 第１８回 神奈川地本定期大会（川崎支部事務所）１４：００～
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労働相談・労働組合作りはＪＭＩＴＵ川崎支部へ、助け合い共済制度あり

共済･カンパ等は：郵便振込口座00210-5-89254 名称:ＪＭＩＴＵ川崎支部

7310号クロスワード ヨコのカギ
①中高年に特有の体臭。
⑦壁土やセメントを塗る道具。
⑧民謡で田植えをしながら歌う歌。
⑩豆腐を崩して野菜や昆布を加えて油で揚

げたもの。
⑫漢字読み「栄、詠、影」。
⑬飢えて死ぬこと。
⑭使われない土地。
⑮苦い味。苦味。
⑯朝、東から昇太陽。
⑰京都市東部を南流する川。
⑲物事に余裕が有る事。
㉑フランスの画家。印象派。
㉓共通の読み。「新、進、伸」。
㉔室内ゲーム。〇〇取ゲーム。
㉕茶を入れたり、湯を沸かしたりするに用

いる陶製の器。

タテのカギ
①兵庫県中南部を流れる川。
②漢文訓読に用いる返り点の一つ。
③早口である。「舌疾し」
④無期に対する対義語。無期⇔〇〇〇。
⑥物事に対する期待の度合い。
⑨クレージ・キャッツのメンバー。
⑪山形県を貫流する川。
⑭♪朝寝、朝酒、〇〇〇が大好きで・・・。
⑮大勢の者がバラバラに逃げ惑う事。
⑰石は重いが綿は〇〇〇。
⑱クロス〇〇〇・パズル。
⑳〇〇〇ニュース。時々の事情に応じる。
㉒漢字の読みを示す”ふりがな”は。

応募方法
回答は葉書・FAX・メール・メモ。回答図は要りません。

Ａから始まる塗りつぶしの枠の文字を使って言葉を作っ

て下さい。ヒント“能登半島”です。締切りは次回の発

行まで。当選者５名まで500円相当の図書カード・クオ

カード・ビール券を賞品としてお届けします。（商品名

を忘れずに！）

今後の日程
４月２７日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
５月０１日（水）第９５回川崎メーデー（中原平和公園）１１：００～

０３日（金）憲法大集会 東京防災臨海公園 １１：００～（現地集合）
神奈川県民のつどい（桜木町・青少年センターホール）１３：３０～

０６日（月）平和行進スタート集会 夢の島第５福竜丸記念館前 １１：３０集合
０７日（火）東京～川崎引継ぎ１５：００～多摩川６郷土手公園
０８日（水）川崎平和行進（幸・中原）稲毛公園９：００～
０９日（木）第１０回書記局会議（支部事務所）１９：００～

平和行進（高津区・麻生区）高津区役所９：００～
１１日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
１５日（水）第１１回支部報編集委員会（支部事務所）１８：００～

第１９回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～
１７日（金）ワーカーズネット街頭労働相談（溝の口デッキ）１９：００～
１８日（土）第１０回未組織宣伝（登戸駅連絡通路）１０：００～

労働相談（支部事務所）１３：００～
２２日（水）夏季一時金統一要求日 【６月０５日（水）夏季一時金回答日指定日 】
２５日（土）労働相談（支部事務所）１３：００～
２９日（水）支部報７３１１号作業日（支部事務所）１３：００～

第２０回支部執行委員会（支部事務所）１９：００～


